
紀南地域における地域活性化をめざす一、こう

した目的と理念のもとにきのくに活性化センターは、

21 世紀を迎えた 2002 年 4 月に田辺市で設立されま

した。センターには、紀南地域の 19 の市町村、田辺・

新宮両市の商工会議所、 JA紀南(紀南農業協同

組合)、和歌山県、そして和歌山大学が参画し、紀

南地域で初めての産官学の連携組織としてスター

トしました。その日から 4 年の歳月が流れ、きの

くに活性化センターはこの春 5 年目を迎えました。

21 世紀になって最初の 5 年、この間紀南地域は

変貌を続けてきました。まず、地方分権の名のも

とに進められている平成の市町村合併によって、

行政区画すなわち地域の枠組みが大きく変わりま

した。 4 年前に 19 あった田辺・新宮両広域圏市町

村事務組合加入の市町村は、ほぼ半分の 1 0 市町村

にまで激減しました。

また、阪和高速道路がみなべ町まで延び、和歌山 ・

京阪神と紀南の時間距離を短縮し、観光をはじめ

域の再生 ・ 再構築を願う、あらたな動きです。

しかしながら、「格差社会」が指摘される今日、

紀南の地域経済には「光」と「影」、「明暗」が交

錯しています。農林漁業をはじめ市街地の商店街

や観光地をとりまく環境はきびしく、課題を抱え

ています。高齢化対策、南海 ・ 東南海地震などへ

の防災対策など、問題が横たわっています。

ふるさと、紀南をどうするのか。きのくに活性

化センターでは、関係機関、住民の皆さんと一層

地域の経済や暮らしに変化をもたらしてい 連携をはかりながら、地域の課題について取り組

春の楊を照り返す富田川と木橋「流れ橋」。橋はボルトとワイヤーで留めた
だけで、大雨で水量がI留すと、ボルトを外レ川の流れにまかせ、水が退く
と再び組み立てる。自然の力に逆らわない、流れ橋は水との共生の象徴

(田辺市大I苔村宇立で4月に撮影)

ます。さらに、「紀伊山地の霊場と参詣道」 んでいきたいと考えています。何卒よろしくお願

が '04 年 7 月ユネスコの世界遺産に登録され、

ふたたび熊野が人びとの関心を集めている

ほか、世界の北限となる串本町のサンゴ群

がラムサール条約で登録されました。紀南

という地域の、和歌山県のレベルを超えて

日本における今日的な「位置と意味」がそ

こにあります。

そうしたなかで、 地域の価値や資源に目

を向けた自立した住民たちによって、 NP

O をはじめ数多くの地域づくりやまちづく

りの団体が誕生し、各地で活動を繰り広げ

ているのは、この間の大きな傾向です。 地

いいたします。
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2004 
|【独自事業】

紀伊山地と流域の交流・連携を求めて 「食と文化と人と」

~熊野川流域・食か ら考える創造的な地域づくり ~

開催日時/2004年11 月 28 日 開催地/本宮町の山村開発センターおよび大斎原

山村・ 漁村の地域づくりを食と食文化の視点から考える目的で開催。熊野川流域の和歌山、 奈良、 三
重 3 県で地域づくりに取 り 組んでいる女性団体に呼びかけて実現した。
フォーラムは地元学提唱者で仙台市在住の民俗研究家結城登美雄氏、 和歌山市出身で東京でスペイ ン

料理の レス ト ランを経営している高森敏明氏の記念講演や料理の実演、女性たち によるパネルディスカ
ッションを開 く。「食の市」には、和歌山、奈良の女性グループがすしゃ特産品の加工品などを展示即売

し人気を呼ぶ。
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{委託事業}

①北山村公共建物耐震診断業務(北山村)

②半島いきいきネットワーク形成事業(国土交通省)
③和歌山県大型観光キャンペーン期間中の観光客動向等の調査(和歌山県)

④高原の郷・未来づ く り事業に関する住民意識調査(和歌山県/中辺路町 NPO囲炉裏と共同)

⑤上富田町職員研修プログラム(上富田町)

⑤企業ブランド構築に向けた住民意識調査(白浜町の民間企業)

2005 
|{独自事業】 |目
①北山村における山村の食と文化を活かした地域づく り

②棚田の保全と活用に向けた棚田研究会の設立・展開

|{委託事業} |目
①田辺市観光アクションプラン策定事業(田辺市)

②企業ブランド構築に向けた住民意識調査(白浜町民間企業)

|{共催事業】 |目
①地域づく り事例研究会(和歌山県地域・自治体問題研究所、 和歌山大学紀南サテライト)

直後援?共催事業..二三十 一 . 
① 有償福祉・過疎地運送に関する勉強会

(主催/和歌山大学「紀南地域における住民参加型生活公共交通システム形成促進プロジェク卜」チーム)

②田舎懸賞論文事業(主催/NPO共育学舎)
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[北山村の女性たちとめざす家庭料理のレストラン]
~小さな村マ=取り組主食の地元学~
きのくに活性化センター事務局長 鈴木裕範

北山村でいま、地域の食を活かす取り組みが、

女性たちによって進められています。この秋

には、郷土料理・家庭料理の店を開店する計画

です。

北山村は人口約550人、和歌山県で現在唯一

の「村」です。その小さな村で、食の地域づくり

が始まったのは2005年 10月、きのくに活性化セ

ンターからの提案がきっかけでした(以下、活

性化センター)。活性化センターは2005度事業

として、食を活かした地域づくりを北山村で

展開する こ とを決め、 村の女性たちに提案し

ました。「生活の一番深いところで地域と関わ

っているのが女性、豊かな知恵と技術を持っ

ているのも女性。あなたたちでなくてはなら

ないのです」。

この「外」からの申し入れに、 1 0人近い女性

が関心と興味を抱き、集まりました。「おもし

ろそう。でも、できるだろうか」。のどかで静か

な村の深層には、目立ちたくないという住民

風土が潜んでおり、地域づくりの リ ーダーが

育ちにくい側面があります。村の将来はどう

なるのか。女性たちの気持ちは、複雑に揺れま

す(そう、感じました)。そして 、 そのなかから

4 人が“挑戦"を決めました。 山口いほ子さん、

模村睦子さん、尾中三代恵さん、そして久保岡

徳美さんの、印歳から70歳までの女性たちです。

「料理をつくることが好き。美味しいと言う

言葉が聞ければうれしいJ I料理を食べてもらい、

村づくりに役立つならばJ I料理を通して都市

の人たちと交流ができれば楽しい」。 山 口さん

たちが選択したのは、 山村に伝わる料理、家庭

料理を提供する店でした。 4 人は以前、村特産

のじゃばらや産物を利用した郷土料理の試作

に取り組んだ経験もあったからです。

会の名前は、『かからの会』としました。この

地方で、「お母さんたち J I嫁さんら」という方

言です。 4 人に活性化センターの大学教員ら

が協力し、村の暮らしと食文化を調べました。

地元学の実践です。足もとを見つめなおすと、

山里の豊かさを再認識させられます。

祭りや行事に欠かせない料理があり、 山仕

事や農作業につき物の料理がありました。行

事の衰退とともに失われた食文化があり、生

活様式の変化の下でいまも食卓に生きる伝統

がありました。

自分たちが畑で、作っている野菜を数えあげ

ていくと、 50種類近くになりました。住民が食

べている山菜・野草、木の実は約20種類、キノコ

だけでも 8 種類にのぼります。山里の四季は、

じつに多彩で、豊かです。筆者は思わず感嘆の

声をあげました、「食糧小国日本で、この村の

食糧自給率は90%以上だ」。

「内」と「外」の目の協働作業で見えてくる、村

の風景や物語があります。食の地元学の成果は、

活性化センターと和歌山大学教員らの協力で「北

山郷の食の暦」にまとめることにしています。

山口さんたちはあらためて知ります、「食文化

とは、わたしたちの暮らしのことなのだ」。

北山の食材をこの村の味で、 旬の季節に食べ

てもらう。 4 人は時間をつくっては集まり 、 話

し合い、試作したものを持ち寄りました。食の

地域づくりを学ぼう、県内外の農家レス ト ラン

の見学にも出かけました。発見がありました。「自

分たちが普段作っているものをつくればいい」、

少しずつ自信が芽生えました。そうして、彼女

たちが 3 ヶ月余りの聞に作った料理は、 40種類

を超えます。母親や姑から学び受け継いできた

“いなか"料理、その伝統を活かしつつ現代人の

口に合うように“リニューアル"もしました。ア

イディアが、 つぎつぎに浮かび、ました。

2006年 4 月上旬、 北山村下尾井で久保岡さん

が経営する喫茶店を会場に食事会が聞かれま

した。都市の女性たちは山村に何を求めている

か、都市の女性が食べたくなる郷土料理とはど

ういうものか、食と交流のニーズを探るのが目

的でした。大阪・和歌山などから 1 6人の女性が

参加しました。郷土食や料理の研究家、オーガ

ニック ・ レストラン経営者もふくまれていまし

た。自信を失いかけるようなきびしい指摘があ

りました、が耳を傾けたい都市生活者の声もあ

りました。交流が生まれる、予感もあります。

4 人は、みずからの料理を「地産地消」や「ス

ローフード」とは言わない。昔から奥熊野の家

庭に伝わる「いなか料理」です、といいます。食

材は季節の山菜と野菜、川で取れるアマゴやア

ユ、 山で捕獲したイノシシとシカ、ほとんどが、

地元とその周辺のものです。「つくる喜び」を呼

び覚まされた女性たちが、「目立つのはダメ」な

村で、行動を始めてから 7 ヶ月。「自分たちが楽

しめることをしたいJ I 自分たちにも何か、村の

ためにできることがあるのではないか」。食は「暮

らしの全部が集約される総合文化庁す。食士、w
その文化は今日地域作りの重要な要素であり、 、

テーマにした地域づくりが全国各地で展開さ
À~じ山村の4人のかから

写真麟〉みなペ町の稲垣ひろ子さん
れています。 ご・r

北山村の女性たちによる家庭料理レス ト ラv

ンの開店は、奥熊野の山々が色づく秋の予定\_..­

す。奥熊野の小さな村の、たった 4 人の希望石戸

探す取り組みは、これからが正念場です。スヂ
ールばかりを追求するのではなく、ひとつひと

つの小さなつながりとその仕組みをいくつも

つくる。

わたしたちはいま 、 もっと小さいことを大切

にしなくてはならない、と思うのです。
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棚田の荒廃にストップ!
文化的景観を保全・活用し、地域活性化の道を探る
「きのくに棚田研究会」を設立。事務局はきのくに活性化センターに・・・

「紀南地域における棚田の保全と活用をはかるた

めの調査・研究をおこない、具体的な活動に結び

つけていく」一きのくに棚田研究会の設立・初会

合は 2006 年 1 月 28 日午後、田辺市にある紀南文化

会館会議室で聞かれました。

先人たちは野山を切り拓き、石を積み上げてっ

くりあげた棚田を、営々として守り続けてきました。

務を定めた規則を確認、承認したあと、棚田をめ

ぐる諸問題について意見交換しました。

出席者からは、現状を改善する方策として、「水

田・稲作にこだわらず、蕎麦や菜の花、胡麻、大豆、

小麦、古代米など紀南地域の特性や条件に適した

作物を栽培するのが有効なのではないかJ I和歌山

が他地域との差別化をはかるためのターニングポ

小さな水田は農業の生産の場であるとともに、 豊 イントは本物のスローフード、スローライフを体

かな生態系の場、土砂

崩れなどを防ぐ防災装

置としての役割・機能

を果たし、「天に向か

つて耕す」と形容され

る景観は見るものの心

をいやします。

その棚田が近年、各

地で危機に瀕していま

す。中山問地域が多く、

- 験させてあげることが出来る

か否かで、そうした場所とし

て整えなおすべきではないか」

という具体的な提案が出され

ました。

また、山間部を中心に住民

の減少、高齢化が急速に進む

なかで、だれが棚田を守るの

かが、深刻な問題点として示

されました。「まず、地元のや

住民が復活させた高原地区の水車小屋

して世界遺産に登録された『紀伊山地の霊場と参

詣道』を守ることは重要です。熊野古道の周辺には、

やはり美しい棚田や里山が不可欠だ。

と同時に、棚田はただ守るだけでは、だめ。そ

水田の相当部分を棚田 じこ二十ぷ定評1宅Cf調圃EE る気が前提。地元の能動的な れは、活用すべきものなのです。食べ物をつくり、
が占める和歌山県でも 中辺路町高原地区の熊野古道沿いにある棚田 動きをどのように引き出すこ 生き物を育む場として棚田を十分生かしきること
顕著です。過疎化、農 少ない農家で先祖伝来の水田を守る とが出来るかを考える必要が が大切です。棚田で安心・安全な食べ物を作り、

業従事者の不足・高齢化、農産物価格の低迷など ある J 11 ，Uターン希望者の受け入れはどうか」とい それを土産物に加工したり、郷土料理に生かす道

農業・農村をめぐるきびしい状況のもとで、放置 う意見が出されました。研究会では、当面全国に も考えていく必要がある。つまり、棚田を地域に

され、適切に管理されず、荒廃が進んでいるのです。 おける成功例、失敗例な 圃a薗開通........ 暮らす人びとの生活を潤

研究会は、そうした棚田の荒廃に歯止めをかけ、 どをそれぞれ調査し、和 圃圃・・・・圃画面』ーーー す財産として活用し、地
地域の活性化につなげようと、きのくに活性化セ 歌山県にあった取り組み 畠品血一一、、 域の活性化に結び付けて

ンターの呼びかけで設立することにしたものです。 の検討を急ぐことにして ・・・・・・・・・・・・・・・圃圃圃園圃圃画面i::i:泊圃 いくことが大切です。
初会合には、和歌山大学教員や大学院生、和歌 います。 幽画圃・・・・・・・・・・・・・圃・E冨圃E いま、『棚田を守ろう』

山県、 NPO関係者、それに農業問題などに関心 橋本代表やきのくに活 E理置薗藍軍妄告さ幸喜望題翠竪芸蓄量司圃圃・圃・・・ と言う声が広がりつつあ

を寄せる放送局や新聞社の関係者らが出席しました。 性化センターのメンバ- E - J 三三五戸!事手肩扇 る。この動きをもっと大
会合では、研究会の代表に和歌山大学経済学部教 らは、田辺市中辺路町ゃ いdr \F\ ネ-~~ゐ孟白田郡測竪堅守宮翠哩置 きく、広げていかなくて

」点叫?叫 E 唱日午.;:，;. _:~~ mで竺Fー竺ちE詑主主お必常温温盟照盟
授できのくに活性化センタ一顧問の橋本卓爾氏を 本宮町などにある棚田の f三..... 副園面薗困層曹曹哩露経種噌整童謡語調画副理彊週l はならない」と、指摘し

選び、事務局はきのくに活性化センターで担当す 現状を視察するとともに、 圃藍璽闘地襲撃藷蝉彊盤塑鴎耀罰霊園 ています。

ることを決めました。 地元住民との意見交換も 中辺路聞の山間司 会i適時半棚田-- きのくに棚田研究会は、
また、この研究会は、主に紀南地域における棚 開始しています。 山村の原風景が広がるここでも、高齢化が進む 棚田や農業、食、景観な

田の保全・活用を図るための調査・研究ならびに 橋本代表は、「棚田は『文化的景観』を構成する重 どに関心がある人ならば、だれでも参加できます。

実践活動に取り組む組織とすることなど目的や業 要な要素であり、和歌山県にとっては文化遺産と 問い合わせは、きのくに活性化センターまで。

活性化センターは地域づくり住民のサロン[住民がセンタースタッフらと学習会]
2005年 Î 2月から毎月 1 回、地域づくりをテーマにし疋学習

会がBig'U内にあるきのくに活性化センターの事務室で聞かれ

ています。

学習会を聞いているのは、白浜町の二コータウンや市街地・農村

地帯に住む大手流通会社の元幹部や農業経営者、元教師それに活性

化センターメンバーらです。学習会では毎回報告書が、まちづくり

や防災、福祉、コミュ二ティなどをテーマに発表し、議論していま

す。時間は2時間ほどですが、議論が白熱し、しばしば予定を越え

て3時間近くになることもあります。

そうした議論をふまえて、学習会に参加している住民らが中山に

なって、新興住宅地で自主防災組織結成に動き出レました。南海・

東南海地震に備えるとともに、コミュ二ティ形成を進めるのが目標

です。

きのくに活性化センタ が掲げる機能に、地域と地域、人と人を

つなぐ「サロン」的な役割があります。学醤会は、センターの地域

におけるそうレだ具体的な活動のひとつです。
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世界遺産・熊野 ~世界遺産は誰のものか?~

きのくに活性化センター研究員 西川一弘

高野・熊野が世界遺産に登録されてから

l 年半が経過した。この問、マスメディア

の報道や旅行会社の企画商品化などのプロ

モーション活動により、熊野には多くの観

光客が訪れるようになっている。 そのよ

うな中 2005 年の春に、那智勝浦町~田辺市

本宮町の「大雲取・小雲取越え」で、道標

を巡る論争が起きた。この論争は道標を置

くか、置かないかという単純な論点ではなく、

深層には世界遺産登録を巡る構造的な課題

が潜んでいると考えられる。この論争を通

じて、「世界遺産は誰のものかつ」問題提起

したい。

これは熊野川町に住む芸術家が世界遺産

登録前に古道沿いに設置した「人形型道標J

について、ある語り部と名乗る人が色合い

や容姿が古道の雰囲気を壊すので撤去すべき、

とこの芸術家に手紙を送り、芸術家が撤去

した出来事である(詳細は紀伊民報 2005 年

5 月 10 日付、 4 月 3 日付記事参照)。新聞記

いる。客観的に意見を聞いたのは地元に住

まない観光客であり、語り部もその地域に

は住んでいない。そもそも“外"からの客

観的イメージでもって古道が評価されている。

観光客や語り部は“内"の事情をどこまで

知っていたのか、あるいは知ろうと努力し

たのか、とのあたりの論点が見えてこない。

このような構造は今回の出来事だけでは

なく、観光施策一般にも言えることではな

いだろうか。“外"の人が持つ熊野古道のイ

メージに引っ張られた施策が多くなりがち

ではないか。観光客のイメージどおりに地

元が動くことは、“おもてなし"ではなく、

単なる“迎合"である。そもそも観光の醍

醐味とは、人と人との人間的な関係に基づ

く対等な深い交流であり、ゲストとホスト

が主従関係を結ぶことではない。

観光客や観光事業者、住民は多様な価値

観を持っている。一方が一方の価値観を押

し付けるのではなく、他の価値観を配慮し

事によれば、この語り部は高野山の町石を た上での意見でなければならないと考える。

案内した観光客に道標の写真を見せ、道標 そのためには常に他の価値観を“聞く"姿

が古道にふさわしいかを尋ね、客観的に意 勢が重要であり、“討議"する空間が必要で

見を聞いて芸術家に申し入れをしたとして あると考える。

l、滋ぉ- 一 て--l 三唱え骨 寸イ 、 .兵づ-
、EL 三位三 .(: .,t tJ;_'. .... I 九.‘、ヤツイ1γツ.ベイ:可可γγ.
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猿害 ~田辺市大塔村および古座川町における聞き取り調査から~
A古座川(添野川地区)、 B大塔村(下川下地区)において 2005 年 9 月と 11 月に猿害について住民から
聞き取り調査を行なった。この小論は、その報告である。

紀伊半島南部の山間地域を中心に猿によ

る農作物などに対する被害の対応が叫ばれ

て久しい。その現状を、上記 2 地区におけ

る聞取り調査から報告する。

A地区では 5 年ほど前より猿による農作物

の被害が顕著になり始め、その決定的対策

がとられないまま対応に苦慮している。猿

は年々田畑、無人販売所から人家周辺にま

で近づき、近年では人家のなかにまで押し

入るといった例もしiましlまということである。

また、 B 地区における猿害は、建築資材用

に杉類が植林された 19印年頃より目立ち始め、

約 20 年程前から被害は同程度で続いている

という事であるが、ここ数年来はA地区同

様に猿は人家周辺にまで近づき、高齢者の

みの家では、猿を追い払うという行為にも

危険、恐怖を感じる事もあるという。

両地区における猿害が始まった年代は異

なり、それぞれ原因があるのだが、現在の

猿害の状況を鑑み共通し云える事は、猿は

他の害獣と比してその行動が三次元にわた

るため捕獲が難しく、かつ学習能力が高い

ため、毘などを仕掛けても当初は効果がみ

られるものの、いずれその解決策を見出す。

きのくに活性化センター研究員・和歌山大学大学院生 鶴木次郎

そうして、人と猿の“いたちごっこ"が際

限なく続いており、人間の側はいまだ決定

的な猿害対策を見出していない。

また、一般的に過疎高齢化が進行してい

る山間地域の農家の方々にとって、これが

地域から農作地を奪い、休耕固などを増加

させている一因になっている事実は、観光

立県あるいは活力ある地域作りなどを行う

上で、正負どちらの要素であるのか、また、

どの様な方策をとる事が最善であるのかは、

簡単な様でなかなか答えの出ない難しい問

題であるのかもしれない。が、少なくとも B

地区における猿害原因は、堅果類が実をむ

すぶかつての多様な緑樹に覆われた山々の

植生を人間が大々的に伐採、植生改変を行

った事に拠るのであり、果たしてそれを以

って自然豊かな紀伊半島の景観として売り

出すのは、如何なものであろうか。また、

観光はもとより、古来より続いた生態系に

戻すために、植林された木々を伐採し、自

然が木々を山々に生やすのを待つ事が最善

であるというのが、地元の人たちからうか

がった声であった。
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きのくに活性化センターのホ
ームページをリニューアル
http://www.aikis.or.jp/-ao ト kiil

きのくに活性佑センターでは広報活動の一環とし

てホームページを設置していますが、この度、全面

リニューアルを致レました。ページは以前の白と青

を基調とするものから、紀南の木々を連想させる緑

とそこに差し込む太陽をイメージしたオレンジを吏

えたページに全面変更しましたO

今回のペ ジリニューアルでは、活性化センター

が地域で配布している iNEWS きのくにj のパックナンバーを直接ダウンロードすることが出来るよう

になりまレた。 また、 TOP ページに新着情報項目を設置し、イベン卜な等の情報やホームページの更

新情報を随時掲載しています。 さらにはセンターのスタッフ紹介の項目を設け、誰が当センターのメン

バーであるのかお知らせするともに研究員のページも設置し、地域活動の詳細内容を発信するなど、

れまでのホームページの内容よりもパワーアップレました。

活性佑センターでは、今後このホームページを鮮度を重視する観点からまず更新の頻度をさらに高め

ていくこと、わかりやすい情報発信のために出来るだけ写真を多用すること、そのほか団体のホームペ

ージとのリンクや地域づくり団体情報の掲載など、強化していきます。 ぜひ一度、ご覧いただき、ご意

見や情報をお寄せください。

ιー

リニューアルしたきのくに活性化センターのホームペ ジ惨 」卑旦塾島T

。 多目的ホール
@ 研修室[ 1 ] 
@ 研修室[2 ] 
。 研修室[3 ] 
@ 研修室[4] 
。 情報実習室[ 1 ] 
@ 情報実習室[2 ] 
。 情報実習室[3 ] 
。 ネットワーク実習室
。 映像実習室
@ グループ研修室
(E} SOHOゾン
閣 ITモール
ロ 紀南図書館
回 総合受付案内
田 レストラン

和歌山大学きのくに活性化支援センターを
紀南サテライト事業に統合ヘ
和歌山大学のきのくに活性化支援センタ は、きのくに活性化セ

ンターと同じ 2002 年4 月に設立され、活性他センターと両輪で紀

南地域の活性他事業に取り組んできました。

そうしたなか、 和歌山大学は 2005 年4 月に、田辺市新庄町に和

歌山県が開設した B i 9 . U 内に紀南サテライトを設置、サテライ

トと支援センターの事業が重複することから、組織改革が求められ

ていました。

そのため、検討を重ねた結果、和歌山大学のきのくに活性化支援

センターは 2006 年 3 月末で廃止し、センターの事業は和歌山大学

紀南サテライトの生涯学習・地域連携部門の事業に統合レ、発展的

解消をすることになったもので‘す。

紀南サテライト部長で和歌山大学経済学部の大泉英次教授は、「紀

南サテライトはきのくに活性他センターと緊密な連携をおこなって

おり、連携体制に支障が生じることはない」と述べています。

圃圃圃圃園田園圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃幽圃圃圃圃圃圃圃圃『

す一手伝ノ守政三汁
相珂芳三1~ζ日μ

きのくに活性化センターの広報紙 iN EWS きの く に」

は、 リニューアルして 2年ぶりに発行することになりま

した。発行は春と秋の年 2 回、ページ数は4ページから

6ページにレました。
広報紙は、情報を発信する側の取り組みや活動が受け

手にわかりやす く 伝わるものでな く てはなりません。 そ

こで、 二ユースのこれからの編集は、活性化センターの

「現在(いま )J がみえるとともに、「読み物」的な要素を取
り入れ、さらに写真やデ タも使って「ビジュアル」な紙

面づ く りをめざすことにしました。 デザインも、 田辺市

のデザイナーに依頼し一新しました。

今回は、北山村で女性たちと協働で取り組む「家庭料

理レストラン」や、紀南地域で課題のひとつとして表面

化している棚田保全のプロジェクトについて特集レまレ
7こ。

また、センターの研究員である 2人の大学院生に、 紀

南地域における 2 つの問題をテーマに原稿を書いてもら

いました。今後は、地域を耕す話題などを積極的に取り
上げてい く 方針です。

住民・自治体・各団体・ 機関の参加によって、少しで

も地域の再生・活性化につながるような情報が発信でき

ればと考えています。ともにつ くる、「双方向」の紙面が
つくれないものでしょうか。 皆様の地域づ くり にたいす

るご意見や声をお待ちじています。(す)
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| きのくに活性化センターの構成 l 

以下の団体・機関で構成されていますきのくに活性化センターは、
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